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この冬は、早い時期からの降雪・積雪、
大寒波など、千厩地区では滅多にない
天候が続きました。これからの雪解け時
期は、なだれや落雪等が発生する恐れ
が高まります。

「みんなでスケート」に５5人参加！

千厩地区体育協会が主催する「スポ
チャレ・キッズ」は19日、「みんなでス
ケート」を千厩アイスアリーナで行いまし
た。
今回のスケートは、親子合わせて５５人

の参加があり、大変にぎやかでした。
日ごろから滑っている子供はもちろん、

初めての子供も上達が早く、終わりの頃
には格好よいスケートとなっていました。

雪解けによる事故から身を守ろう

〇屋根の雪が解け
始め、突然落ちてく
ることがあります。

長生講座開催

〇朝晩の冷え込みで路面が凍結するお
それがあります。

三
島
俳
句
会

兼
題
・
雪
・
初
雀
・
当
季
雑
詠

寒
鴉
機
嫌
上
々
何
か
あ
る

真
木

大
樹
よ
り
こ
ぼ
る
る
如
し
初
雀

弘
明

軒
氷
柱
垂
れ
て
リ
ズ
ム
の
生
ま
れ
け
り

一
好

窓
に
見
る
冴
え
し
三
日
月
明
け
の
空

妙
女

大
雪
の
重
さ
に
耐
へ
る
庭
木
か
な

よ
し
子

う
っ
す
ら
と
古
都
の
墨
の
香
筆
始

曲
水

〇雪解け水で川が増水したり、地盤が緩
んで地滑りや崖崩れが発生したりすること
があります。

千厩長生会連合会などが主催する知識教
養講座を１8日、当センターで開催し29人が
参加しました。
今回の講座は「DVD視聴・講話」の2本

立て。最初にDVDを見ながらごぼう先生の
健康体操を行いました。
講話は一関東部地域包括支援センター社

会福祉士の菅原大輔さん、橋本和香奈さん
を講師に「成年後見人制度」について学び
ました。

せんまやイルミネーション2020で
目玉の1つだったペットボトルタワー
は、地域のみなさまのご協力のおか
げで1,500本を超えるペットボトルで
3基のタワーを組むことができました。
色鮮やかなタワーは好評で、1月
31日まで点灯期間を延長して光輝き
ました。
ご協力ありがとうございました。
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館山から 「上を向いて進み 下を向いて暮らす」

先日、ある元自治会長さんから「所長のコラム最
近見てないね」と言われ、「記事がいろいろある
から、そのうちね」と応じた。皆さんに読んでいた
だいているとの喜びもあった。
さて、１月30日、プロ野球・東北楽天ゴールデン

イーグルスに田中将大投手の復帰入団が発表され
た。それは元楽天監督の野村克也さんが逝去され
て１年、東日本大震災から間もなく10年の節目を迎
える時期だった。そして２月15日には「頭を使え、
心を燃やせ 野村克也究極語録」第1刷が発刊さ
れ、迷うことなく購入した。それは、指導者として
数多くの一流選手を育てた経験の中から3２の金言
が掲載されているから。また、筆者も元指導者とし
て「心を育てる」ことが最も大切で一番難しいと
思っていたので。
早々読んだこの語録の中から一つ紹介したい。

「中国の『書経』という書物に「満は損を招き、謙
は益を受く」という言葉がある。満足すれば成長は
止まる。常に謙虚な気持ちを忘れず、目標に向かっ
て努力し続けることが大事」だと。

「仕事においては目標を高く置き、常により高みを
目指して努力することが大切であることは言うまでも
ない。ところが、ひたすら上ばかりを見ていると、
いつの間にか過信に変換され、うぬぼれていること
に気づかないという事態に陥ることがある。だから
いつでも謙虚な気持ちを忘れてはならないのだ。そ
のために、『進むときは上を向いて進め。暮らすと
きは下を向いて暮らせ』を自分自身の戒めとしてい
た」と。「このことに気づけば、ちょっとしたことで
不平不満や愚痴を口にしたり、うぬぼれて怠けてい
る自分が恥ずかしくなったり、同時に他人の痛みを
思いやれるようにもなる。感謝する心と人に対する
やさしさが生まれる」と。
今、世の中は新型コロナの収束が見えない悩ま

しい状況だ。こういう時にこそ、明日への希望を胸
に「上を向いて進み」、医療従事者や周りの方々
などに感謝しながら「下を向いて暮らす」ことが必
要だとしみじみ思った。

千厩市民センター 所長 金野 富雄

※このコラムは随時掲載します。


